
「就農・定住パッケージ事業」について

安来市農林水産部農林振興課



就農する上での不安

ＵＩターン者

住むところはあ
るのか？

まとまった農地が
確保出来るか？

農家で生計が成
り立つか？

新しい土地で地域
に受け入れてもら

えるか？



安心して就農してもらうために
必要なものを一体的に確保!!

就農・定住パッケージ



安来市の就農パッケージ①

師弟制度で

マンツーマンの実技指導

島根県知事認定の指導農業士

（師匠）のもとで研修を行います。

強い師弟関係を築き、研修中

だけでなく、就農後もサポート！





安来市の就農パッケージ②

集落で受け入れ

集落内の話し合いによって

策定された集落ビジョンにより、

ＵＩターンでの新規就農者の

受け入れ体制づくりを行っています。





安来市の就農パッケージ③

就農後は

まとまった農地

の提供が可能

受け入れ体制が整った集落

では、まとまった農地を提供。

団地化した農地でより

効率的な営農が可能！



新規就農者住宅予定地
・面積：約１０００平米

・４軒程度建設可能

新規就農者就農予定地

○A圃場

・面積：約３１a

・就農予定者有り（H３０就農）

○B圃場

・面積：約４０a

○C圃場

・面積：約３８a

※今後上記以外の圃場も検討

JA集荷所（主な出荷先）

C
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安来市の就農パッケージ④

リースハウスで

初期投資を大幅軽減

いちご、有機葉物野菜などの

ハウス栽培の作物で就農する

場合、リースハウス事業を

活用し就農時の初期投資を

大幅に軽減できます！





安来市の就農パッケージ⑤

３～４万円前後の家賃で

フルオーダー住宅

ＵＩターンで新規就農する世帯を

対象に定住住宅を整備！

事業費上限内で市と協議し、

基本設計からフルオーダーした

住宅に住むことが可能！





安来市内のイチオシ就農パッケージ



有機葉物野菜
指導農業士２名を中心に有機ＪＡＳを取得した

葉物野菜などを共同出荷。

R2年はメンバー７名と研修生２名。

H27年に作成した集落ビジョンに新規就農者の

受け入れを位置づけ、農地の確保なども集落が

全面的にバックアップ。

リースハウス、就農住宅の整備も積極的に

行われている。



いちご

ＵＩターンの新規就農者や指導農業士が中心

となり、いちごに関するビジョンをＨ29年に

作成し、３名分の農地・宅地を集落内で確保。

農地の整備やハウスの修繕などの共同活動や

グループでの対面販売などの取り組みも

行っている。

リースハウス、就農住宅の整備も積極的に

行われている。


